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要旨 脳梗塞における中枢性ベンゾジアゼビン受容体イメージングの意義を検討するために，山側中大脳  






ンに局在すると考えられているため，128Ⅰ－Iomazenilによる慢性脳梗塞における中枢性ペソゾジアゼビン受   
容体イメージシグは，ニューロン密度またセまニューロソあたりの受容体密度の変化を反映しているものと推  
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ムは白質，橋，延髄で最も低い集積を示し，側坐   
核，線条体，視床，下丘外側部で比牧的低い集積  
を示した．また大脳皮凰 特に第ⅠⅤ層と考えら  
れる層状構造の濃度が最も高く，扱者球，扁桃核，   
鴇馬，下丘内側部，上丘，黒質にも比枚的高い集   
積がみられた．小脳では分子層と考えられる層状   
構造に限局した集積がみられた．  
慢性期脳梗塞モデルにおける拍mlモーHMPAO  
および125Ⅰ－Iomaz8nilのオートラジオグラムを   
Fig．ヱに示す．また，両者のオートラジオグラム   
における各部位での健側に対する患側の集積比を  
シャムコントロー／レと慢性期脳梗塞モデ／レで比較  
した（TabJel）．99mTc－HMPAOの集積比は，線   
条体外側部と前頭葉，頭頂菓，側頭葉皮質で，シ  
ャムコントロールよりも有意に低下していた．山   
方，125Ⅰ－lomazeniI甲集積比は，g9工nTc－HMPAO   
でみられた中大脳動脈領域に加え視床でも，シャ   
ムコントロールより有意に低下していた．頭頂尭   
皮質と視床における125Ⅰ－Iomazenilの集積比は，   
99mTc－HMpAOの集積比より有意に低値であっ  
た．  
ⅠⅤ．考  察  
1鈷1－10皿】㍊即jlは，同じ中枢性ベンゾジアゼピ   
ン受容体アンタゴニストである3H－Ro15－ユ788   
（Flumaze皿il）に比べ，平衡時の解離定数Kdが   
0．5nMと10倍程度小さく，親和性がはるかに高   
い．また特異的結合も90％以上と高く，受容体   
イメージング用薬剤として優れたリガンドであ   
る11・12）．今回，シャムコントロールで得られた   





















































雨creasedrcceptorsintheipsilateralthalaJnl】S（OPeE）triangle）．   
実験的慢性脳梗塞における中枢性ペソゾジアゼピソ受容体と脳血流  
Tab）el A脆ctedsidetoJIOna馳ctedsidcratiosofO9皿Tc－HMPAOand1125Ⅰ・Iomazenilautoradiogram   
densitiesinratbrainstruct11reSOf5chronicischcmicmodelsand4sham－OPeratedcontroIs  
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ShamOperation（n＝4）  MCAocdusion（n＝5）   
Structure  
g9mTc－HM肝AO12叩－Iomazenil  閃mTc－HMPAO125Ⅰ－Iomazenil   
1，01士0．02  1．00土0．04  
1．01土0．03  1．05士0．08  
］．01土0．03  1．00土0．07  
1，02土0，03   1．00土0．03  
1．01土0．02  1．06士0．03  
0．99土0．03  】．04士0．03  
】．01士0．01   1．04土0．03  
1．00土0．02．   1．01士0，04  
1．02土0．02  0．99土0．03  
1．01土0．01  0．97土0．04  
1．02土0．02  1．02土0．08  
Ⅰ．01士0．01  0，96士0．01  
1．01土0．01   1．00±0．03  
1．00土0．01   1．04士0．05  
0．£0土0，1鞘   0．62土0．36＃  
0．46士0，23霹   0．18土0．23＊＃  
0．82土0．15♯  0．6ユ土d．39＃  
0．96土0．06  1．07土0．21  
0．96±0．01   1．00土0，04  
0，99土0．02  1．04±0．04  
0．44土0．3鞘   0．41土0．21＃  
l．05土0．03  1．09土0．Ⅰ2  
1．0ユ土0．02  0．72土0．17＊＃  
0．99士0．02  1．00土0，05  
1．02士0．03  1．05士0．05  
1．01土0．01  0．97士0．07  
1．00土0．01   l．00±0．03  































る．   
中枢性ペンゾジアぜピン受容体のヒト脳におけ  





























った8）．12町IMPの集積は脳血流量と高血流域ま   
64色  校医単  紬巻6寺（19∬）   
り神経膠が増加したグリオーシスによるものと考   
癒されて〉、る、したがって，Onoderaらの異質  
における3H一皿unitrazepamの結合増加という結果   
は，このグリオーシスによるものとも考えられる．  
一方，ラット中大脳動脈閉塞モデルにおいて   
Fujieら叫は，患側の視床の進行的変性 萎縮を   
報告している．Kataokaら2岳），Iizukaら2¢）も同   
様の結果を報告している．この視床の萎縮は，視   
床皮質投射路の障害による逆行性変性によるもの  
と考えられている．今回のわれわれの検討でみら   
れた患側半球の視床における125Ⅰ－Iomaヱenilの結   
合低下は，このtranSneurOnaldegenerationによ  
り，視床のニューロンが減少したかニューロンあ  
たりの受容体密度が減少したためと考えられる．   
今回仁異質には異常はみられな牟つ辛が，Tamura  
ら27）は視床の場合と同様の1ransneu叩naldegen－   
erationを報告しており，今後の組織学的検索を   
含めた検討が必要である．一九99．mTc－HMPAO   
によるオートラジオグラムでは，閉塞血管支配領   
域での血流低下の経度はベンゾジアゼピン受容体   
低下の程度より低く，視床での変化は認められ年   
かった．これは，ニューロンが減少しても神経膠   
の増加があるために血流低下が乏しいのかもしれ  
ない．  
以上1銅Ⅰ－Iomazenilによる慢性脳虚血におけ   
る中枢性ペンゾジアぜピン受容体のイメージング   
は，ニューロン密度またはニューロンあたりの受   
容体密度の変化を反映しているものと考えられ，   
脳血流イメージングよりも鋭敏に組織変性の程度   
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β印αr〟〃ピノ汀q／勅‘CJgdJ・j依dFc加ちぬJJαヱ〟I用地ルg川ffγ∫cノわロJq「几如㌦（：血   
Doubletracerautoradiographywasperfbrmed  
to measure regionalcerebralblood且ow（rCBF）  
and the binding of central type benzodiazepine 
receptors（BZR）ininfarctionbyrneansofperna－  







45％of the control．In rernote areas fromithe  
MCAlesion，theipsi】ateralthalamusshowed28％  
decrease of BZR as compared to the control，  
thoughthe decrease ofrCBFwasnotsignificant．  
Xomazenil distribution may represent neuron 
densityorBZRdensityonaneurOn，Sincecentral  
type．BZRisreportedtobelocatedonneurons．  
These results su由est thit centraltype BZR  
im gil］gisnoreusefuJtooIfortheevaluatiopof  
braint ssueviabiJityandtransn甲1rOJlaldegenera－  
ionthanrCBFimaglngin・braininEarction．   
Keywords：11望さⅠ－Iomazenil，99mTc－HMPAO，  
B n2：Odiazeplne reCeptOr，Cerebralblood fLow，  
Braini血ction．   
